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令和２年度末にあたって 

校長 染谷富美恵 

 

季節は一気に春になりました。今年は桜の花が修了式を彩りそうです。 

いよいよ年度末を迎えました。新型コロナウィルス対応で、年度当初の約 2ヶ月間の休

校から始まり、分散登校やロイロノート導入等授業形態が変わったり、行事や部活動の大会

が中止になったりと、異例づくしの一年となりました。そんな中で、各学年とも変化に対応

し、様々な工夫をして学校生活をよりよくしようと努力してきました。緊急事態宣言下で

11日に行った卒業証書授与式は、会場に卒業生、送辞担当の 2年生 1人、PTA会長、教

員のみでしたが、卒業生が立派な姿を見せ、素晴らしい式となりました。式場への移動前に

は、フロアで生徒、教員が気持ちを一つにし、盛り上がる姿がありました。 

参加できなかった 1、2年生は、翌日、式のステージをそのまま残した体育館で学年集会

を行い、式の様子を聞いて次年度への思いを確認しました。8日の 3年生を送る会は、コ

ロナ禍で 1、2年生が知恵を絞って作り上げた新たな形のものでした。心尽くしの会で、1、

2年生の思いは 3年生に十分伝わっていました。 

いい人間関係には、いい言葉が溢れています。もえぎ野中学校の良き雰囲気は、代々受け

継がれてきました。今年も、卒業生から 1、2年生に確実に受け継がれたことを感じて嬉し

く思っています。 

平和学習も受け継がれています。24日には、2年生が被爆体験記朗読ボランティア２名

の方の朗読を聞くという新たな形式での学習を行いました。元アナウンサーによる被爆体験

記の朗読に会場の皆が聞き入り、それぞれがこれまでの学びと結び付けて受け止めた様子が

うかがえました。会後半では、生徒希望者による朗読が行われ、４人の生徒が表現豊かに朗

読しました。講師の方から聞く雰囲気がとてもよく、朗読も見事だったとお褒めの言葉をい

ただきました。６月の修学旅行につながる充実した学びでした。学年末の学びのまとめと同

時に、スポーツ大会や清掃活動等で各学年力を発揮し、また課題も確認しています。来年度

もきっと頑張ってくれることでしょう。楽しみにしています。 

職員室にも豊かな会話や声掛けが飛び交っています。職員も変化に対応し、子どもたちの

ために協働してまいりました。至らぬこともあったかと思いますが、本校の教育活動を支え

てくださった保護者の皆様、地域の皆様、1年間本当にありがとうございました。ＰＴＡ役

員、委員の皆様、また今年度は交流もままなりませんでしたが地域の皆様は、学校の心強い

応援団でした。大人同士が良きパートナーシップを育めて嬉しく思っております。 

来年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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離任される先生方からのメッセージ 

森 裕也 先生から 

みなさんこんにちは！1年生の保健体育を担当していた森です。 

私は 1 年生とともに教員 1 年生としてこのもえぎ野中学校にやってきました。どんな生徒がいるのか

なと不安もありましたが、積極的に話しかけてくれる生徒が多く、みんなといる時間がとても楽しかっ

たです。朝や休み時間にみんなとお話をすることが大好きで、「先生暇なんですか？」といわれるくらい

みんなと過ごす時間を大切にしていました。 

そんなみんなとの充実した日々が終わってしまうことが寂しくてなりませんが、これからも元気で優

しいみんなでいてください！ 

阪口 明大 先生から 

 もえぎ野中学校の皆さん、約１年間という短い期間でしたがありがとうございました。 

挨拶がしっかりとでき、元気いっぱいの皆さんとお別れするのはとても悲しいです。 

私自身、教員１年目ということもあり、不安なことや辛いことがありましたが皆さんと出会い、一緒に過

ごしたおかげでとても楽しい時間を過ごすことができました。 

4 月から、１年生は、２年生に。２年生は、３年生となります。 

２年生は先輩として、4月に入学してくる１年生にたくさんアドバイスをしてあげてください。 

３年生は、最高学年としての自覚を持ち、１、２年生のお手本となるような行動をしてください。 

中学校生活は、人生で１度きりです。 

後悔のない中学校生活を送ってください。 

 

橋口 文武 先生から 

短い期間でしたが、皆さまから支えていただいたこの一年間に深く感謝申しあげます。 

主に三年生の担当ということで、久々に色紙にメッセージを書かせていただく機会をいただきました。

卒業生の皆さんへ贈らせていただいた言葉は、「幾歴辛酸志始堅」＝“幾たびか辛酸を歴（へ）て志始めて

堅し”という漢詩でした。自身が中学校の「立志式」でいただいた西郷隆盛の一節です。18歳で故郷を離

れ、ひとり身寄りもなく、日々生活する中で「辛いな…」という時に気持ちを後押ししてくれた座右の銘

です。多分に漏れず順風満帆でなかったこれまでの人生でした。そうした中で、支えてくれたこの一節の

言葉が、大人になり、壁にぶつかったり、悩んだりする際に何らかの一助となってくれれば幸いと思い綴

らせていただきました。最後になりましたが、もえぎ野中学校の益々の発展をお祈りいたします。 

 

一年間 お世話になりました ありがとうございました 



学校の風景 （コロナ禍の中、できることを工夫して行いました） 

1 年スポーツ大会・職業講話など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年スポーツ大会 

 

 

 

 

 

 

  



 

４月スクールカウンセラー来校予定日 

   ４ 月 ６日（火） 

   ４ 月１３日（火） 

   ４ 月２０日（火） 

   ４ 月 27日（火） 

 

 

 

適切なペアレンタルコントロール（保護者による管理）を行いましょう 

保護者が想像する以上に子どもはインターネット端末の使い方を知っています。しかし、使い方を

知っているだけで、正しい使い方を学んでいるわけではありません。また、フィルタリングは有効な

トラブル回避の方法ですが、これだけでは全ての有害情報や交流サイトの利用を防ぐことはできませ

ん。子どもをトラブルや犯罪被害から守るために、ペアレンタルコントロールも併せて行いましょう。 

【機材の管理】 【利用の管理】 【情報の管理】 【ルールの管理】 

（神奈川県警察ホームページより抜粋） 
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